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イハベル

うるま市立伊波中学校第４０回の

入学式が４月１０日（月）に晴れやか

に行われました。１１６名の新入生が

新しい制服に身を包み、保護者の温

かいまなざしの中、堂々と入場してくる

姿は緊張感の中にも希望に満ちあふ

れ、まぶしさも感じました。式辞の中

で、校長から新入生の皆さんに２つの

お願いをしました。1つは、お互いの存

在を認め合えること。２つめは自立す

ることです。この２つは校訓「和敬・自

立」にもつながります。ぜひ先生方とと

もに学校生活を豊かにしていきましょ

う。保護者・地域の皆さま、今後ともよ

ろしくお願いします。

今年度、伊波中３年目になります校長の仲宗根政人（なかそね
まさと）です。よろしくお願いします。

４月７日（金）、始業式が行われ、全生徒３４０名と教職員・スタ

ッフ４３名の伊波中総勢３８３名がスタートを切りました。今年度の
定期人事異動で教頭はじめ１４名の職員が入れ替わりました。個

性豊かな先生方です。どうぞよろしくお願いします。

さて、今年もこの学校便りのタイトルは本校の校訓が由来の
「和敬・自立」です。「心をおだやかにしてつつしみ深く保ち、互い

を敬い、自立に向かう」生徒を育てたいという意味が込められて

います。教職員一同全力で取り組んで参ります。保護者・地域の
皆さまのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。

４月１２日（水）の全体朝会で、今年度第１回目の校長講話を行いまし

た。テーマは「自立」。本校の校訓（学校便りのタイトルでもある）「和敬・自
立」に関連付けて、改めて自立とは何かを校長はじめ全校生徒・職員で考

える時間となりました。自立には大きく４つあると言われています。①生活的
自立（身の周りのことを自分で行う。）②精神的自立（自分で考え自分で

判断して自分の責任で行動すること。）③経済的自立（収入を得てそれを
自己管理すること。）④社会的自立（社会の一員として責任ある行動をと

り、人との関わりの中で合意形成する。）
その中でも②精神的自立は、時期的に主に中学高校時代に培われるも

のだと考えます。そのための７つの条件をあげてみます。
１自分の意見をしっかり持っている。２自分自身の言動に責任を持ってい

る。３自分の強みなどを把握している。４感情をコントロールできる。５周りの
人を気にしすぎていない。６自分1人の時間を大事にできる。７主体的に行

動できる。

今年度は伊波中生の「自立」をめざして「手帳フォーサイト」に取り組んで
いきます。計画的に生活し、日々の生活をふり返ることがねらいです。保護

者の皆様も、ご理解とご協力をお願いします。

校区内各自治体の老人会の皆さまによる年度初めの朝のあいさつ
運動が今年度も行われました。正門でステキな笑顔と温かい声かけで

子どもたちを迎えてくれています。地域の方に見守られている安心感が、
子どもたちの健やかな成長につながっています。ありがとうございます。今

後とも地域の子ども達の見守りをお願いします。

新教頭（左）と東恩納の皆さん

１年１組

１年２組

１年３組 １年４組

校長（右）と前原区の皆さん

美原区のみなさんと新教頭（右）


